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2  Ma －7 皮膚と衣服間の圧迫・摩擦特性のモデル的検討

一皮膚の圧縮・表面特性との関係－

○佐藤悦子゛　 小林茂雄¨

(＊上越教育大，̈ 共立女大)
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<目的〉衣服を着用し，諸動作が行われる時，皮膚と衣服間に生じる圧迫・摩擦の負荷は，

動作機能上の着心地にも影響を与えている。しかし，身体各部位や個人差等により皮膚の

変形特性が違うために，同じ衣服でもこれら負荷の大きさも異なっていると思われる。そ

こで本研究では皮膚の変形特性を圧縮・表面特性からとらえ，皮膚面を被覆し負荷荷重を

加えた圧迫・摩擦状態をモデル化し，負荷条件とこれらの特性との関係について検討を行

った。
〈方法〉実験材料は皮膚材としてフォーム材等６種を用い，試料布には難伸長性素材で最

も動作しにくいとされるジーンズ用生地(デニム)を用いた。圧迫・摩擦状態は，圧迫・摩

擦シミュレーター試作装置を用いて，皮膚と布間の密着状態で負荷重をlOOgから1500gまで

lOOgピ ッチで加え圧迫し0.2cin／secの速度で移動させた時のすべり摩擦力を測定した。ま

た，圧縮特性および表面特性は，圧縮弾性試験機, KES-FB3 圧縮試験機およびKES-FB4S 表面

試験機などにより測定した。

<結果〉荷重負荷の増加とともに，すべり摩擦力は増加し，各皮膚材によって異なる変化

挙動を示すことが明らかになった。これは圧縮に対する変化置の差異が影響しているもの

と示唆される。また，すべり摩擦係数は，負荷重の増加とともに減少し，高荷重時では減

少変化が小さい傾向が認められた。

2 Ma －8 胸部の振動特性に与える下着の影響

○可部野和子　　　　 川上　梅

(東京家政学院大)

目的　洋装用および和装用ブラジャーには，いずれも整容効果あるいは防振効果が期待

されるが，その方法には大きな違いがあると考えられる．整容方法の違いは，振動特性に

も影響を与え，ひいては，左右の衿を重ね合わせて着装する和装では，着崩れにまでが響

を及ぼすものと推察される．そこで，本研究では，下着の着装条件が異なると動作時の胸

部の振動特性がどのように変化するかについて比較検討した．
方法　下着の着装条件は，裸体時，洋装用ブラジャー着用時，和装用ブラジャー着用時

とし，動作時の左右乳頭点の水平(ｘ)方向および垂直(y)方向の移動量を計測した．動作は，

両腫を同時に上下させる，左右の腫を交互に上下させるの2種類とし，動作の周期は，0.5

秒とした．被験者3名に動作を行わせ，頚寞点，左右上前腸骨辣点，左右乳頭点の5箇所の

位置をビデオカメラで撮影し，撮影したものを, Avid Video Shop(Macintosh)を使用して

15コマ／秒でディジタル化した．ディジタル化したものを1コマずつ静止画像にし，上記の

計測点5箇所の座標を，NIH Image lを用いて読み込み，変位量の経時変化を波形として表

わし検討した．
結果　下着の着装条件が異なると，水平方向，垂直方向いずれにおいても変位量の経時

変化に違いがみられ，この違いは，また動作によっても異なることが明らかになった．ま

た，裸体，洋装用ブラジャー着用時に比べて，左右の乳房を一つにまとめる和装用ブラジ

ャー着用時には，水平方向の変位に著しい特徴がみられた．
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